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下野市議会

 そなエリア東京
（東京臨海広域防災公園）を視察

タブレット端末を使って研修
地震の影響範囲を
示すモニター

起震装置で地震動を体験身近なものを使った防災用品の説明

防災用品の展示
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●第二次総合計画策定事業� 937万5,000円
令和３年度からの後期基本計画を策定。

●南河内義務教育学校整備� 16億6,830万2,000円
令和４年度の開校に向けて、校舎・体育館・給食室

などを整備。

●グリムの森施設整備� １億7,944万3,000円
屋根、天井、空調などを改修。

●個別の２歳児歯科検診� 160万1,000円
集団検診から個別検診に変更。かかりつけの歯科医

を持つことにつなげる。

●「下野市新聞の日」新聞を楽しむ体験事業� 60万円
新聞を教材に児童・生徒の学力向上を図る。

●スマートＩＣ整備事業� ２億840万8,000円
用地買収、移転補償、ネクスコ東日本への負担金など。

●天平の丘公園再整備� 709万5,000円
整備期間は５年間。植栽見直し、駐車場拡張等の

インフラ整備、売店・飲食店設置など。「四季を通し

て利用者が訪れる公園への再生」が目標。令和２年

度は整備計画策定。

●道の駅しもつけ改修と駐車場拡張整備
１億377万6,000円

オープン10年目を迎え、老朽化した施設のリニュー

アルを行う。冷凍・冷蔵庫入れ替え、店内レイアウ

ト変更など。また、駐車場不足解消のため建物東側

に駐車場を増設する。

●石橋多目的広場整備� １億1,347万5,000円
石橋庁舎跡地にイベント・芝生広場を整備し、

市民の交流や賑わいづくりにつなげる。また、防

災トイレを設置し、防災機能も持たせる。

予算編成のテーマは「下野市　成長と次世代へつなぐバランス予算」です。

令和２年度から「第二期下野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が始まります。これは人口急減・超高齢化と

いう大きな課題に対し、市が一体になって取り組み、下野市の特徴を活かした持続的な社会を目指すものです。

第一期の総合戦略で確実に積み上げてきたまちづくりを活かし、さらに発展させます（成長）。また、「第四次下

野市行政改革大綱・実施計画」も初年度となります。行政組織の効率化と経費節減により健全財政を保ちます（次

世代へつなぐ）。予算規模は270億1,000万円です。前年度と比較して、１億9,000万円（0.7％）減少していますが、

270億円を超える積極型予算となっています。

令和２年第１回定例会は、 ２月20日から３月13日までの23日間

の会期で開催されました。

市長提案 （追加議案含む） により、 同意２件、 報告２件、 令

和元年度補正予算６件、 令和２年度予算８件、 条例の制定等11

件の計29件が提出されました。 また、 条例の制定案と国等の関

係機関への意見書案の計２件が議員発議により提出されました。

一般質問では、 ３人の会派代表質問のほか、 ７人の議員が質

問を行い、 市の対応や考え方を問いただしました。

令和２年 第１回

定例会
２月20日(木)

〜３月13日(金)

令和２年度各会計当初予算を議決

新

年

度

予

算

■令和２年度各会計予算 （単位：千円、％）

会　　　　　計　　　　　名 予　算　額 前年度との比較
増　減 比　率

　一般会計 270億1,000万0 ▲1億9,000万0 ▲0.7

　特別会計

国民健康保険 52億9,433万8 ▲2億1,001万7 ▲3.8

後期高齢者医療 6億7,372万1 2,672万2 4.1

介護保険 46億  681万3 2億6,538万3 6.1

石橋駅周辺土地区画整理事業 964万5 2万7 0.3

仁良川地区土地区画整理事業 4億5,420万7 968万4 2.2

　企業会計
水道事業 16億2,933万9 ▲3,834万5 ▲2.3

下水道事業 33億7,675万5 9,237万7 2.8

総　　　　　　　　　　　計 430億5,481万8 ▲4,416万9 ▲0.1

主要事業について

税金の使い方が決まりました
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下野市　成長と次世代へつなぐバランス予算
議会だより編集委員が選ぶ

注目事業
市民活動センター整備事業

184万6,000円
　下野市をもっと住みやすい街にしたい、市民

の自主的な社会活動を支援するため、組織の育

成とそれを担う人材づくりが重要になります。

その環境作りを推進するため設置します。令和

４年オープン予定です。

公民連携推進事業（シモツケ大学など）
541万4,000円

　石橋多目的広場と石橋複合施設を利用し、地

域の賑わいや新たなコミュニティづくり、地域

の課題解決に向け、人材を育成することを目的

とした事業です。初年度は、広場の芝張りやイ

ス作りのＤＩＹなどのワークショップを予定し

ています。

公園施設維持管理事業
２億5,876万7,000円

　都市公園をはじめとする各種公園は、子ども

の遊び場や地域の交流の場です。利用者が安全

に安心して快適に利用することができるよう、

施設や樹木等を適切に管理し、事故を未然に防

ぎます。

結婚新生活支援事業補助金
450万円

　少子化対策の補助金で、新婚世帯に対して結

婚に伴う生活にかかる家賃や引っ越しに要する

費用などを補助する事業

です。対象世帯は夫婦共

に婚姻時の年齢が34歳以

下で、夫婦の合計所得が

340万円未満、補助の上

限額は１世帯あたり30万

円です。

都市交通マスタープラン策定事業
1,043万9,000円

　都市交通実態調査に基づき、交通実態の分析

や都市圏の都市交通需要予測を行い、交通計画

を策定します。

景観計画策定事業� 981万5,000円
　平成31年３月に景観形成団体の認定を受け、

良好な景観の形成を目的とした景観計画及び景

観条例を策定します。

新

年

度

予

算

施設の配置イメージ

石橋複合施設整備事業
4,244万7,000円

　石橋総合病院跡地の約9,000㎡に、①複合施

設（公民館、児童館など）②駐車場 ③民間施

設を作ります（それぞれ約3,000㎡）。令和４年

10月ごろオープン予定です。

③

②

①
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■教育委員会委員の任命

　任期満了に伴い、佐
さ

間
ま

田
だ

　香
かおり

 氏（小金井五丁目）を任命することに同意しました。

■公平委員会委員の選任

　任期満了に伴い、小
こ

菅
すげ

　拓
たく

郎
ろう

 氏（宇都宮市）の再任に同意しました。

人
事

令和元年度各会計補正予算を議決
【一般会計補正予算】

小中学校内の情報通信ネットワーク環境整備事業を計上
一般会計は、 歳入 ・歳出それぞれ３億453万5,000円を追加し、 予算総額を286億9,179万6,000円としました。

歳出の主なものとしては、 市内小学校、 中学校のアクセスポイント増設等、 既存のネットワーク整備やタブレッ

ト等の端末充電保管庫の購入のために、 情報通信ネットワーク環境整備事業費として小学校で１億6,732万円、

中学校で１億1,451万円を計上しました。

■令和元年度各会計補正予算� （単位：千円）

会　　　　計　　　　名 補 正 額 補正後の予算額

一般会計
(第７号) ▲5億2,580万6 283億8,726万1

(第８号) 3億  453万5 286億9,179万6

特別会計
国民健康保険（第３号） 122万2 55億7,475万8

介護保険（第３号） 2,161万3 45億  578万7

※（　）は補正予算号数

■令和元年度水道事業会計補正予算（第１号）� （単位：千円）

区　　分 補　正　額 補正後の予算額
資本的収支 収　入 ▲1,800万0 1億8,850万0

国民健康保険税条例の一部改正

　基礎課税額の賦課限度額が「58万円」から「61万

円」に改正されました。

水道事業給水条例の一部改正

　料金等債権の時効による消滅が「２年間」から「５

年間」に延長されました。

都市公園条例の一部改正

　国分寺運動公園のクライミングウォールが撤去さ

れたため施設使用料の規定から削除されました。

条例その他

体育施設条例の一部改正

　旧国分寺西小学校体育館使用料全面１時間300円

をアリーナ１時間300円、ボルダリングウォール

個人１時間300円 団体１時間1,500円になりました。

（団体利用は10人以上）

保健福祉センター条例の一部改正

　下野市ふれあい館のトレーニング機器使用料が削

除されました。

市営住宅管理条例の一部改正

　延滞家賃の利息が「年５分」から「法定利率」に

改正されました。

議決した条例や契約等の内容です。
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学童保育事業所運営費補助金
（令和２年度一般会計予算）

全会一致で

可決

賛成少数で

否決

強い農業・担い手づくり総合支援交付金
（令和２年度一般会計予算）

地域おこし協力隊事業
（令和２年度一般会計予算）

総括質疑

議員発議

発議の審議結果

問 　学童保育事業所運営費補助金2,689万2,000

円について、民間の学童保育事業への補助金

であるとの説明であったが、その事業概要を

伺う。

答 　市内の民間学童保育事業所のうち、下野市

の児童の受入れと国や市の基準に沿って運営

している事業者に対し、担い手の確保及び支

援員の質の向上を図ることを目的に補助を行

う。

【発議第１号】下野市かんぴょう条例の制定
　【提出者】岡本鉄男

　【賛成者】松本賢一、大島昌弘

　下野市のかんぴょうは生産量全国１位であり、本市を代表する重要な作物です。か

んぴょうの生産振興及び消費拡大については、これまで常任委員会で調査研究を行っ

てきました。その後、会派の中でさらに慎重に調査研究を重ね、また、議員全員で生産者・

ＪＡ・流通業者との意見交換を通して様々な課題を得ることができました。これらの

課題を具体的な市の施策として全市的に取り組むことを目的として、「下野市かんぴょ

う条例」を制定するものです。

【発議第２号】「自家増殖を原則禁止とする種苗法
改正の取りやめを求める意見書（案）」の提出
　【提出者】村尾光子

　【賛成者】磯辺香代、髙橋芳市、中村節子

　第201回国会（１月20日招集）で、種苗法改正案が３月３日提出されました。現在の種

苗法では原則として登録品種の自家増殖（タネ取り、接ぎ木、挿し芽など）が農家に認

められてきました。改正案では「許諾制」となり、自家増殖は原則禁止となります。農

業者の権利を制限する種苗法改正の取りやめを求めるものです。

問 　交付金事業１億7,950万円の具体的な内容

を伺う。

答 　従来の機械、施設導入に係る支援であり、

地域担い手育成支援タイプが1,950万円、産地

基幹施設等支援タイプが１億6,000万円である。

問 　将来、何人まで増員するのか。また、平成

31年度から活動が始まっているが、活動の実

績と評価を伺う。

答 　令和２年度は２名増員し、計５名となる。

公民連携推進事業、石橋駅西口地区における

地域の賑わいづくりや新たなコミュニティを

創出するための事業を担当する。現在の３名

の隊員の実績は、ご当地アニメを活用したシ

ティプロモーション事業や、市内全域でのま

ちづくりイベント、自ら企画したワークショ

ップ等の開催、ＦＭゆうがおにおいては、市

の情報発信のため関係各課との調整から放送

までを担当している。１年目だが、積極的に

市民との関係づくりに力を入れ、地域に溶け

込んでいる。２年目の事業に向け、期待通り

の活動ができたと考えている。

市長から提案された議案等について、疑問点等を問います。

議員が条例の制定や改正等について、議案を提出することです。

議案等に対する各議員の賛否の状況です。

議
案

等
番

号

付

議

事

件

結

果

坂

村　

哲

也

伊

藤　

陽

一

五

戸　

豊

弘

貝

木　

幸

男

石

川　

信

夫

相

澤　

康

男

奥

田　

　

勉

中

村　

節

子

大

島　

昌

弘

髙

橋　

芳

市

石

田　

陽

一

小

谷

野

晴

夫

秋

山　

幸

男

磯

辺　

香

代

松

本　

賢

一

岡

本　

鉄

男

村

尾　

光

子

発議１号 下野市かんぴょう条例の制定について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

発議２号
「自家増殖を原則禁止とする種苗法改正の取りやめを 
求める意見書（案）」の提出について

否決 ● ● 欠 ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● - ○ ● ● ○

○…賛成　　●…反対　　欠…欠席　　　（議長は表決に加わらない） 

提出者：村尾光子 議員

提出者：岡本鉄男 議員
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審

議

結

果

第１回定例会　会期日程
２月	20 日	 本会議【開会】

		 （市長の施政方針、議案等の説明、一部表決）

	 21 日	 本会議（令和２年度予算案の説明）

	 25 日	 本会議（会派代表質問、一般質問）

	 26 日	 本会議（一般質問）

	 27 日	 本会議（議案の質疑、委員会付託）

	 28 日	 総務常任委員会

		 （現地調査、付託案件審査）

３月	３・４日	� 教育福祉常任委員会（現地調査、付託案件

審査）

	 ５・６日	� 経済建設常任委員会（現地調査、付託案件

審査）

	 13 日	 本会議【閉会】

		�  （委員長報告、質疑、表決、委員会行政視

察調査報告）

※今定例会の傍聴者数　21名（延べ）

議
案

等
番

号

付

議

事

件

結

果

坂

村　

哲

也

伊

藤　

陽

一

五

戸　

豊

弘

貝

木　

幸

男

石

川　

信

夫

相

澤　

康

男

奥

田　

　

勉

中

村　

節

子

大

島　

昌

弘

髙

橋　

芳

市

石

田　

陽

一

小

谷

野

晴

夫

秋

山　

幸

男

磯

辺　

香

代

松

本　

賢

一

岡

本　

鉄

男

村

尾　

光

子

同意１号 下野市教育委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

同意２号 下野市公平委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案１号 令和元年度下野市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案２号 令和元年度下野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案３号 令和元年度下野市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案４号
令和元年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画
整理事業特別会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案５号 令和元年度下野市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案６号 令和２年度下野市一般会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案７号 令和２年度下野市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案８号 令和２年度下野市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案９号 令和２年度下野市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案10号
令和２年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画
整理事業特別会計予算

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案11号
令和２年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画
整理事業特別会計予算

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案12号 令和２年度下野市水道事業会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案13号 令和２年度下野市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案14号
地方自治法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案15号 下野市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案16号 下野市印鑑条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案17号 下野市保健福祉センター条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案18号 下野市営住宅管理条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案19号 下野市水道事業給水条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案20号 下野市体育施設条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案21号 下野市都市公園条例の一部改正について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案22号 工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案23号 市道路線の認定について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

追
加
議
案

議案24号 令和元年度下野市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案25号 工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

○…賛成　　●…反対　　欠…欠席　　　（議長は表決に加わらない） 

第１回定例会の審議結果 議案等に対する各議員の賛否の状況です。
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務 公共交通広域ネットワーク事業
（2年度一般会計予算）

問 　ゆうがおバス運行の壬生町と上三川町か

らの負担金1,710万6,000円は全体事業費の

何％か。

答
　壬生町が約32％、上三川町が約16％であ

り、２町の負担は約48％である。残りの約

52％が本市の負担となるが、事業費の２分

の１は、国の地方創生交付金の活用を予定

している。

総 務 電光掲示板撤去工事費
（2年度一般会計予算）

問
　工事の内容を伺う。

答
　石橋高校東側の県道上、国分寺小学校北

側の県道上、自治医大駅から東に向かって

新４号国道手前の県道上の３ヶ所に設置し

てあるが、部品の在庫がなく修繕不可能で

あることや、目に留まりにくいことから撤

去することとした。

総 務 工事変更請負契約の締結

問
　国分寺庁舎解体に関し、事前に図面や現

地確認のうえ設計を行っているのに、この

ような変更が出るのはなぜか。

答
　当初設計にはなかった内部壁のアスベス

ト含有塗料除去工事と、庁舎土間部分の土

砂の搬出量が想定以上であったため、増工

増額となった。

経 済
建 設

６次産業化支援事業（ゆうがおパ
ーク活性化支援）（2年度一般会計予算）

問 　物販等にも力を入れるべきではないか。

答
　名称は６次産業化支援になっているが、

内容は中小企業診断士に委託し、６次産業

化の他にも経営診断や店づくりの計画作成

などの支援を行うものである。

経 済
建 設

農地中間管理機構関連農地整備事業
（2年度一般会計予算）

問
　関係者から事業が進んでいないとの話が

あるが、現状はどうなっているのか。

答
　令和２年度には調査計画の本申請を行い、

令和３年度には調査計画に入れるよう準備

を進めている。

経 済
建 設

天平の丘公園周辺管理事業
（２年度一般会計予算）

問
　天平の丘公園再整備基本計画策定支援業

務と都市再生整備計画策定支援業務の目的

と内容について伺う。

答
　歴史的風致維持向上計画では、天平の丘

公園周辺が国分寺跡と国分尼寺跡により区

域指定されたことで、社会資本総合交付金

の対象事業となった。この交付金を受ける

ために、必要となった計画である。

電光掲示板（石橋地区）

天平の丘公園内に新設された大型遊具



8 下野市議会だよりＮｏ.56

委

員

会

報

告

教 育
福 祉

地域生活拠点等事業
（2年度一般会計予算）

問 　事業開始の経緯と内容を伺う。

答
　第５期障がい者福祉計画（しもつけしハー

トフルプラン）で令和２年度までに整備する。

介護者の不在、急病などの緊急時に対応す

るため、平日の夜間、土日祝日の24時間の電

話相談の委託料60万円と一時的な短期入所の

扶助費１名分20万3,000円を計上した。

教 育
福 祉

新型インフルエンザ対策事業
（2年度一般会計予算）

問
　新型インフルエンザ対策事業について伺

う。

答
　備蓄品として防護服550着、マスク３万枚、

特殊マスク（Ｎ95マスク）1,000枚、医薬材料

費として手指消毒剤150本分を計上した。

教 育
福 祉

教育研究振興事業
（2年度一般会計予算）

問 　地域連携事業（自治医大地域感染予防事

業、いのちの教育事業）について伺う。

答
　自治医大等の県内医療機関の医師、薬剤師、

看護師が各学校に派遣され、小学３年生と

中学１年生を対象に、正しい手洗いやマス

クの着用等の指導をしている。養護教諭も

授業に立ち会い、正しい手洗いを学んでおり、

ウイルス感染予防の効果を得ている。

地域連携事業の授業風景

常任委員会での議案審査に先立ち、現地調査を行いました。

教育福祉常任委員会総務常任委員会 経済建設常任委員会

南河内中学校

旧国分寺西小学校体育館

グリムの館

天平の丘公園

蟹川堰

薬師寺・柴ほ場整備

旧国分寺庁舎跡地

旧国分寺西小学校

市民活動センター予定箇所
（現：生涯学習情報センター）
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一

般

質

問

問2−2
人口知能ＡＩや、モノのイ

ンターネットＩｏＴなどの

未来技術の活用について伺う。

答2−2
市長　未来技術の活用によ

り、農業経営の安定化や医

療福祉分野の高度化等に配慮する。

ＡＩ等情報システムにより、合理的

な行政運営が可能となることから、

スマート自治体への転換を図り、職

員が職員でなければならない業務に

注力できる環境づくりを推進してい

く。

第１回定例会では、３つの会派の代表者
による会派代表質問のほか、７名の議員
が市政に対し質問しました。
質問と答弁の内容を要約して掲載します。

問 1
新年度予算における投資的

事業の特徴を伺う。

答 1
市長　令和２年度一般会計

当初予算における普通建設

事業は約46億8,000万円で、歳出全体

の17.3％を占めており、県内14市の

平均値を上回っている。本市成長の

ため、スマートＩＣ整備事業や産業

団地整備推進事業、義務教育学校整

備事業等、次世代へつなぐ事業に積

極的に取り組む。

問2−1
地域内での雇用促進等、企

業誘致戦略として、どのよ

うな産業を誘致していくのか。

答2−1
市長　下野市産業振興計画

に定める、自治医科大学附

属病院等医療機関との連携が可能な

高度医療、福祉、ヘルスケア、医療

機器産業等をはじめとした産業の誘

致を、県と連携を図りながら積極的

に進める。

【今回の質問】

１．令和２年度予算編成方針

とその特徴

２．栃木県版まち・ひと・し

ごと創生総合戦略「とちぎ

創生15（いちご）戦略」をふ

まえた本市の方針及び取

り組み

清明会

大 島 昌 弘 議員

一般質問は議会ホームページで動画を公開しています。

地域課題の解決に資する５Ｇの活用



10 下野市議会だよりＮｏ.56

一

般

質

問

下野市民派クラブ

村 尾 光 子 議員

一心会

伊 藤 陽 一 議員

問1−3
常勤職員と会計年度任用職

員の人員構成のバランスを

どう考えるか。

答1−3
市長　今年度の職員数は目

標値の390名に対し､382名と

なっている。令和２年度採用予定の

会計年度任用職員は398名で､常勤職

員とほぼ同数だが、事業実施のため

の必要人数を予定し、特にバランス

を考慮したものではない。事業の実

施方法等を見直しながら削減できる

よう検討したい。

設備の条件を変えて調査を実施した。

関東総合通信局にて調査を実施し、

早急に原因を特定し改善する。

問2−2
災害時の情報発信として大

きな役割を担うが、スマホ

のエリアメール等を活用しアプリへ

の誘導はできないか。

答2−2
総合政策部長　避難所の開

設・河川情報等は、連携を

図り放送を行う考えである。ＦＭゆ

うがおで情報発信しているというこ

とをエリアメールでも周知したい。

問1−1
第２次定員適正化計画は令

和２年度で終了する。次期

計画の策定方針を伺う。

答1−1
市長　総合計画やまち・ひ

と・しごと創生総合戦略、

行政改革大綱実施計画の取組を着実

に推進するとともに、様々な社会制

度の改正や経済状況の変化、市民ニ

ーズの多様化などに敏感に対応した

行政運営を行うことができる職員体

制を構築することを基本的な方針と

し、適正な職員数を定めたい。

問1−2
就職氷河期世代への採用に

ついての配慮はどうか。

答1−2
市長　職員採用は、小山市､

野木町、石橋地区消防組合

と本市の４組織で、小山ブロックと

して実施している。就職氷河期世代

の採用については、ブロック内の組

織と情報交換を行い、試験の実施や

制度整備等について研究したい。

問 1
災害時の行動について自助・

互助・共助及び公助の観点

から市の考え方を伺う。

答 1
市長　自身の安全を守る行

動を地域ぐるみで協力し合

い支援する体制を整える。また自主

防災組織の育成、強化に努める。防

災機関や福祉・医療、民間等との連

携による総合防災訓練の実施、自主

防災組織に対する支援や自治会等へ

の防災講話など啓発を行っている。

また、広報手段の複数化については、

ＦＭゆうがおを有力な広報手段とし

て活用し、災害時の情報提供の充実

を図る。

問2−1
ＦＭゆうがおの難聴地域の

現状と対策を伺う。

答2−1
市長　昨年末に電波の強弱

の測定調査を行い、市内30

カ所全域において電波が弱いと確認

した。１月には送信設備の再点検を

行い、２月には出力の変更など放送

【今回の質問】

１．職員定員管理計画、次期

計画は策定するのか

２．図書館の行政・議会への

レファレンスサービス提

供を

３．多文化共生にどのように

取り組むのか

４．専決処分に当たっての基

本的考え方を伺う

【今回の質問】

１．防災・減災対策

２．コミュニティＦＭの効果

的な活用及び運営
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一

般

質

問

奥 田　 勉 議員

石 川 信 夫 議員

答1−3
市長　歩道の段差解消、視

覚障がい者誘導ブロックの

設置や生活道路における歩道のない

箇所の歩行者の安全確保に努める。

また、通学路を対象にグリーンベル

トの設置を行っていく。自転車専用

レーンの整備計画については、既設

道路の構造も考慮しながら、路線ご

とに検討していく。

その後の歴史の流れに関心を持たせ

る内容となっており、学習指導要領

に適
かな

っている。②について、多様な

見解のある事柄であり、未確定な事

柄を含むものであるので、一つの結

論を出すより、冷静で理性的な議論

をすることが大切である。東京書籍

の歴史教科書、注の記述は学習指導

要領に適
かな

っている。

問1−1
伸びた枝や落葉など、道路

植栽の管理状況を伺う。

答1−1
市長　街路樹等の整備は、

交通安全、景観向上、生活

環境保全の機能から街路樹が持つ機

能を効果的に活用するため、積極的

に進めている。今後とも安全、安心

に道路をご利用いただけるよう、街

路樹等の適正な維持管理に努めてい

く。

問1−2
道路に設置してある標識等

の管理について伺う。

答1−2
市長　道路の保全や安全か

つ円滑な道路交通の確保を

目的として、主に道路管理者が設置

している。標識やカーブミラー等は、

歩行者や自転車等の通行に支障をき

たす場合は、随時、再設置するなど

の対応に努めていく。

問1−3
誰もが快適に移動できる道

路環境整備について伺う。

問 1
教科書は４年に一度見直し

が行われており、複数ある

教科書会社の中から、どの歴史教科

書を学ぶかによって、子どもたちの

人生観は大きく変わっていく。現在

使用されている東京書籍の歴史教科

書について、以下の点を伺う。

①歴史上の人物の取り上げ方につい

て、東京書籍346名に対し育鵬社は436

名、独立した人物コラム等も女性を

含め、東京書籍14名に対し、育鵬社

は63名である。

②南京事件の本文と脚注、従軍慰安

婦を連想させる記述について、事実

とは異なるものであると認識してい

るがいかがか。

答 1
教育長　①について、東京

書籍の人物の取り扱いが最

もふさわしいので採択をした。歴史

は人間によってつくられてきたもの

であり、その人物が活躍した時代背

景や果たした役割、生き方、そして

【今回の質問】

１．安全安心な道路環境整備

【今回の質問】

１．中学校の歴史教科書

市内の街路樹
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一

般

質

問

※気候非常事態宣言 ･･･

　地球温暖化対策に取り組む決

意を示す宣言。世界では 1,300

を超える自治体が、日本でも

17 の自治体が宣言している。

中 村 節 子 議員

坂 村 哲 也 議員

学校運営協議会制度(コミュニ

ティ・スクール)は、学校と保護

者や地域の皆さんがともに知恵

を出し合い、「地域とともにある

学校づくり」を進める仕組み。

問1−3
学校での除草剤使用につい

て伺う。

答1−3
教育長　長期休業中や夏な

どは除草剤を使うが、児童・

生徒がいない時間帯を選び、無風・

微風の時に使用する。散布後も安全

対策をしている。

問 2
気候非常事態宣言をする自

治体が増えている。下野市

でも、宣言してはどうか。

答 2
市長　県と連携して、調査

研究していく。

答1−3
教育長　教育委員会で即対

応していく。

問1−4
南河内中学校区義務教育学

校整備には、約46億円近く

がかかる計画との報告であったが、

一般財源はどのくらいかかるのか。

問1−4
教育次長　財源は、各種補

助金が6億1,000万円、起債

として29億7,700万円を予定している。

財政的に優位な財源等を活用し、一

般財源の負担が少ないように整備を

進めていく。

問1−1
市内の公園の除草にグリホ

サート系農薬が使われてい

る。その主要成分であるグリホサー

トはＷＨＯ（世界保健機関）により発

がん性が指摘されている。世界的に

グリホサート系農薬を禁止・規制す

る国が増えているが、市としてはど

う考えるか。

答1−1
市長　内閣府の食品安全委

員会は「発がん性や遺伝毒性

は無い」としている。安価で効率的な

管理のため、適正な使い方を指導し

ながら引き続き使用する。

問1−2
ベンチや遊具に薬剤が付着

しないか心配している。また、

看板の設置が不十分では、との声を

聞く。対応してほしい。

答1−2
建設水道部長　散布の仕方

や看板での注意喚起で対応

したい。看板は大きな公園の場合、

複数枚設置していく。

問1−1
小中一貫教育のこれまでの

成果と教育長の見解を伺う。

答1−1
教育長　小・中学生や教職

員の交流による円滑な接続

と、中学校への進学に対する不安の

軽減に取り組んでいる。本格実施か

ら11か月ではあるが、効果が上がっ

ていると捉えている。

問1−2
南河内中学校区以外で進め

る施設分離型による一貫教

育について、その課題は小・中学校

の距離が離れていることによる学校

間の連携の難しさである。それを克

服するための具体的な方法を伺う。

答1−2
教育長　小・中学校の教師

がそれぞれの学校に出向く

相互乗り入れ授業を行うことで、課

題を克服することは可能である。

問1−3
学校運営協議会から提出さ

れた、意見や課題を解決す

るのは誰であるのか。

【今回の質問】

１．公園・小中学校での除草

２．気候非常事態宣言（※）

【今回の質問】

１．小中一貫教育による下野

市の教育施策

小中一貫校の形態
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般

質
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市内の陸上クラブや、体育協会、陸

上競技に関する専門的な団体の意見

を聞きながら参加の方向で検討を行

いたい。

市長　チーム下野という姿を見たい、

子どもたちが自発的に出たい、それ

を我々がしっかりサポート出来る体

制を作って、安心して試合に挑める

ように教育長と共に向かっていきた

い。

の方の状況を含め、障がいの種別等

による利用状況を調査し、今後の福

祉タクシー事業の実施方法について

検討する必要があると考えている。

利用者が不公平感を抱くことのない

よう近隣市町の動向も踏まえながら

検討していきたい。さらに下野市地

域交通会議においても、車イスをお

使いの障がいのある方が利用できる

方法を検討していきたい。

問1−1
下野市スポーツ推進計画を

推進するにあたり、スポ－

ツ振興のための指導員不足が見受け

られる。養成等に力を入れるべきと

考えるが見解を伺う。

答1−1
教育長　本市では現在スポ

ーツ少年団が47団体登録さ

れ、各団体に所属する市の委託を受

けた少年スポーツ指導員は令和元年

度では91名いる。普及を担う指導員

の確保に関しては、継続的に人材の

発掘や育成を行う取組を検討してい

く必要があると考える。

問1−2
第12回栃木県小学生駅伝競

走大会に本市チームは参加

していない。この状況について見解

を伺う。

答1−2
教育長　大会参加資格であ

るクラブチームでの参加が

挙げられるので選手の募集など一定

の部分で自治体が関わりチーム編成

している自治体もある状況である。

問 1
石橋、国分寺、南河内の３

エリアに１台ずつデマンド

バスがあり、自宅からエリア内はも

ちろん、乗り継ぎをすれば下野市内

どこへも片道（１回）300円で行けるが、

車イスの対応がないため、車イスの

障がいの方は利用することができな

い。その代りに福祉タクシーの初乗

り分の無料券を配布しているが、そ

れ以上は実費となり、デマンドバス

利用者とは年間の回数制限も１回ご

との実費も差がありすぎ不公平だと

思うが改善されないのか。

答 1
市長　福祉タクシー券の配

布枚数は、Ｈ30年度は２万

144枚で実際に利用された枚数は8,378

枚、助成額は609万1,480円で国、県か

らの補助制度はなく一般財源で実施

しているため、他の市町とも一律の

補助率ではなく、交付枚数や助成額

など当該市町の状況に応じて事業を

実施している。今後車イスをお使い

【今回の質問】

１．子どものスポーツ活動支

援等の方策

【今回の質問】

１．車イス生活の障がい者の

方の公共交通

相 澤 康 男 議員

貝 木 幸 男 議員

デマンドバス　おでかけ号
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一

般
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問
　東京臨海広域防災公園は、国の災害応急対策の拠点として整備
された 6.7ha の国営公園、6.5ha の都立公園の計 13.2ha の広域防
災公園で、その中の防災体験学習施設「そなエリア東京」に議員
17名で視察研修を行いました。

　首都直下型地震が発生した場合、72時間をどう生き抜いていけ
るのか、クイズや再現被災市街地での危険箇所確認を通して、「外
出先で地震にあったら？」「自分の住むまちで地震があったら？」
という２つのシナリオでツアー体験をすることができ、再現避難
場所ではＡＲ（拡張現実）と連動した実物展示で体験することで、
緊急時をどう生き抜くかを学びました。

　また、首都直下型地震が複数箇所を震源とした場合、下野市で
も最大級の震災になる恐れがあることがわかりました。

　各常任委員会においても、新型コロナウィルス感染症対策について協議されました。臨時休校に伴

う学童保育への対応、非接触型体温計・マスクやせっけん等の備蓄の充実、経営に影響が出てくる中

小事業者への支援策、市内行事への影響等、多くの課題が出されました。それぞれの委員会が担当す

る所管は異なりますが、新型コロナウィルスによる市民への影響を把握し、現在講じている対策と今

後の状況を的確に捉えて対応していくことを市執行部に要望しました。

　今後も、市執行部と議会が一丸となり、市民の皆様の安全・安心を第一に考え、最善を尽くしてま

いります。

そなエリア東京（東京臨海広域防災公園）を視察

新型コロナウイルスへの対応について

磯 辺 香 代 議員

１月９日

減量のＰＲを進めたい。

問2−3
新聞紙上に有料指定ごみ袋

の導入も有り得るとあった。

答2−3
市民生活部長　燃やすごみ

の減量が進まない場合のこ

とであり決定ではない。そうならな

いようにＰＲに努め減量を進めたい。

問2−4
今回のごみ関連用品配布の

効果について検証されたい。

答2−4
市長　四半期ごとに排出デ

ータをお知らせしたい。

問2−1
自治会加入世帯に生ごみ水

切りネットと雑紙収集袋が

配布された。施策の背景を伺う。

答2−1
市長　小山広域保健衛生組

合管内の燃やすごみが増加

傾向で、現在計画中の新焼却施設の

処理能力では対応できないことが危

惧され、組合全体の重要課題となっ

ている。ごみの組成調査から、水分

を多く含んだ状態の生ごみが約40％、

分別すれば資源化できる紙類が約15

％あり、生ごみの水切りや紙類の資

源化に取り組んでいただくきっかけ

になればと配布した。

問2−2
施策の意図が市民に伝わっ

ていない。ごみの削減目標

等はあるのか。

答2−2
市民生活部長　家庭系可燃

ごみ排出量１人１日当たり

400ｇを小山広域管内の統一目標とし

ている。下野市の平成30年度１人１

日当たり排出量は460ｇなので、60ｇ

【今回の質問】

１．公金詐取事件における超

過勤務手当水増し分につ

いて

２．水切りネット・雑紙収集

袋配布の施策背景

配布された水切りネットと雑紙収集袋

再現被災市街地を、タブレット端末を
使って学習しながら進みます
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２月
４日　議員全員協議会・議員研修

　　　宮城県大崎市議会会派行政視察来庁

　　　～公共交通について～

６日　総務常任委員会

10日　教育福祉常任委員会

13日　議会運営委員会・議員全員協議会

14日　議会だより編集委員会

20日～３月13日　第１回定例会

27日　議会運営委員会

議 会 の 動 き
３月
11日　議会運営委員会・議員全員協議会
12日　小山広域保健衛生組合議会定例会
17日　議会だより編集委員会
23日　石橋地区消防組合議会定例会

４月
３日　議会だより編集委員会・議会活性化特別委員会
16日　議員全員協議会
17日　議会だより編集委員会
22日　議会だより編集委員会
24日　議会運営委員会・会派代表者会議

議

会

の

話

題

　下野市において、令和２年度より基本計画の策定が始まり、

令和４年度開設予定となる「市民活動センター」の先進地視察

を行いました。

　静岡県島田市は「島田市をもっと住みやすいまちにしたい」

「安心して暮らせるまちにしたい」を基本理念とし、「しまだ市

民活動センター」を設置しています。登録団体は、法人やサー

クルなど 100あまりですが、集っている一人一人が基本理念を

理解し、自分たちは何をしなければならないかを考え行動をしています。

　運営は市から委託を受けた「ＮＰＯ法人クロスメディアしまだ」が行なっており、人口減少の進む

島田市において、コミュニティづくりがとても大切であるという観点から、市民活動を積極的に支援

しています。また、活動内容を周知するため情報誌５万部を発行しています。

　昨年 12月に開局したＦＭゆうがおの認知度や魅力度を向上させるため、先進地、静岡県三島市を

視察しました。

　三嶋大社の門前町として栄えているこのまちでは平成９年６月からＦＭ放送が始まりました。運営

は「株式会社エフエムみしま・かんなみ（ボイス・キュー）」が行っており、三島市は筆頭株主です。

放送局は市の災害対策本部を設置する防災センター内にあり、災害時には即時情報発信できる体制と

なっており、市民は防災ラジオを１台 1,000 円で購入しています。番組は朝５時から始まり、１日３

人ほどのパーソナリティが交替で務めています。市民の６割以上が「毎日」「時々」聞くということ

ですが、聞く場所は「車内」という人が多く、車が使えなくなるような大規模災害発生時にはどうす

るかという課題もあります。

　薬師寺保育園は令和元年度から民営化されました。市内で初
めて民営化された保育園です。
　「自由参加のイベントが増えた」「延長保育、土曜保育、早退
などの予約がネットでできるようになったので便利」「小学校
に入学する前に体操や鍵盤ハーモニカを教えてもらい、準備が
できた」など、和やかな雰囲気の中、保護者の方から沢山のご
意見をいただきました。
　そのほか、下野市の課題として「重度障がい児のための支援
センターが市内にない」「ママ・パパリフレッシュ事業で改善
してほしい点がある」なども挙げられました。
　市では今後２つの保育園の民営化を進めています。この懇談
会で出た意見を活かしていきたいと思います。課題点については後日、市執行部に伝えました。

行政視察調査報告

薬師寺保育園保護者の皆さんと意見交換会を実施

（1）市民活動センターについて　島田市（静岡県） １月 27 日

（2）コミュニティＦＭの活用について　三島市（静岡県） １月 28 日

１月 16 日

総務常任委員会

教育福祉常任委員会

行政視察のようす

意見交換会のようす
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風薫る季節になりましたが、コロナウ
ィルスの感染が広がり心配な日々が続い
ています。

選挙後、新しいメンバーでスタートした議会だより編集委員会は２年がた
ち、このメンバーでの最後の号となりました。
２年間でいくつか新しい試みができました。①モニター制度として、市内

の９人の方から発行ごとにご意見をいただいています。②議会だよりのとじ
方を市の広報と同じ、左とじにしました。③市内在住の写真家、荒畑恵子さ
んの写真を表紙にしました（第50号）。④分かりやすい、やさしい言葉を使う
ようにしました。堅いイメージのある議会だよりを少しでも身近に感じてい
ただければと思います。
文字ばなれが進む世の中ですが、読んでいただけるように今後とも努力を

していきたいと思っております。� （中村節子）

議会だより編集委員会
委 員 長	 中村 節子
副委員長	 大島 昌弘
委　　員	 坂村 哲也	 五戸 豊弘
	 石川 信夫	 相澤 康男

下野市社会福祉協議会ボランティアセンターにおいて下野市議会だより

の音訳ＣＤを貸し出しています。� 電話:０２８５（４３）１２３６

※次号（ №57 ）は ８ 月 15 日に発行します

第２回
定例会
（６月議会）
の予定

※会議の予定は変更になることが
あります。

※日程が決定次第、議会ホームペー
ジでお知らせいたします。

日 月 火 水 木 金 土
５月24日 25 26 27 28 29 30

議会運営
委員会

31 ６月１日 ２ ３ ４ ５ ６

（開会） （一般質問）

７ ８ ９ 10 11 12 13

　
（一般質問）

14 15 16 17 18 19 20

　
議会だより
編集委員会

本会議（閉会）

　議会活性化特別委員会は、平成30年第２回定例会において、議会運営の効率化や議会活性化に向けた調査・

研究を目的に設置されました。これまで12回の委員会と２回の議員全体研修を開催し、議長からの諮問事

項及び調査・検討を進める中で新たに課題となったものについて検討を進めてきました。これまでの経過

及び結果について中間報告いたします。

１．議会運営の改革について
　市長の施政方針や新年度予算大綱等に関する質疑・質問は、一般質問に

反映することができるよう令和２年第１回定例会から資料の事前提供を受

けることを執行部と確認しました。

２．議員研修のあり方について
　議員研修及び講演会は、年間計画に基づき開催し、緊急時の案件は議会

運営委員会で開催を決定することとしました。

３．委員会の活動及び調査研究のあり方について
　市民意見の中から執行部へ提出する意見と、議会で調査研究する意見を

分けて、政策提言に繋げる政策形成基本フローを作成しました。任期中に

結論に至らなかったテーマについては議長を通して、次期の委員会に報告

を行うこととしました。

　今後は、議会基本条例の検証や本会議のライブ中継、議員報酬、政務活

動費等について、協議・検討を進めてまいります。

議会活性化特別委員会 中間報告

報告を行う石田委員長
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